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（教育活動） 
大学院生の骨髄幹細胞の抗線維化、抗炎症、抗老化作用に関する研究・学位指導（11年） 
大学院生の腎線維化とオートファジーに関する研究・学位指導（6年） 
大学院生の腎線維化とヒストンメチル化酵素に関する研究・学位指導（11年） 
大学院生のKlotho蛋白の発現制御機構と抗老化作用に関する研究・学位指導（11年） 
大学院生のメチルグリオキサールの臓器障害に関する研究・学位指導（9年） 
大学院生の食塩感受性高血圧に関する研究・学位指導（11年） 
大学院生の血液透析患者における心不全マーカーの有用性に関する研究・学位指導（10年） 
大学院生のストレス誘導性腎老化に関する研究・学位指導（8年） 
大学院生のバスキュラーアクセスの開存率に関する研究・学位指導（11年） 
大学院生の食塩感受性高血圧とインフラマソームに関する研究・学位指導（3年） 
大学院生の腎線維化と脱ユビキチン化酵素に関する研究・学位指導（4年） 
大学院生の腎線維化とヒストンバリアントに関する研究・学位指導（4年） 
大学院生の虚血が炎症を惹起する機序に関する研究（4年） 
大学院生の低酸素応答と腎線維化や腎性貧血に関する研究（1年） 
学部生の講義（6年）学部生の臨床実習指導（11年） 

 
（所属学会） 
日本内科学会（認定医・専門医・指導医），日本腎臓学会（専門医・指導医・評議員），日本透析医学会（専門医・指導医），

日本老年医学会（専門医・指導医），日本透析アクセス医学会（評議員），日本透析バスキュラーアクセスインターベンショ

ン治療医学会（専門医・世話人）、American Society of Nephrology（会員） 
 



 
 
（社会における活動） 
 2009年2月 市民向け教育講演 「元気とキレイを手に入れる」 

2017年9月 市民公開講座 「守ろう腎臓！慢性腎臓病の予防と治療！」 
 
（外部資金獲得等） 

腎性骨症研究基金（2002年）30万円，緑風会教育研究奨励賞（2003年）50万円，落合記念賞研究助成金（2008年）30万円，
土谷記念医学振興基金（2012年）200万円 科学研究費補助金 2016年 基盤研究（Ç）481万円、土谷記念医学振興基金（2018
年）108.4万円、科学研究費補助金 2019年 基盤研究（Ç）442万円 

 

（その他） 

 第19回日本アクセス研究会学術集会, 広島, 2015（大会長） 

  2015年5月7日 自治医科大学大学院の講義担当：ヒストンコード制御による腎線維化の治療 

 

[受賞] 

広島大学大学院エクセレントスチューデントスカラシップ（2006年） 
呉医療センター内科学会症（2007年）：Serum osteoprotegerin level predicts mortality of less than 3 years in hemodialysis patients.  
広島大学大学院分子内科学教授賞（2008年）：Protective effects of PPAR-γ ligand on apoptosis and HGF induction in renal 
ischemia-reperfusion injury. 
日本腎臓学会学術集会・総会優秀演題賞（2011年）:Klotho蛋白はTGF-β1シグナリングを抑制することによって腎線維化を

抑制する． 
広島大学医学教育インセンティブ（2018年） 

 
 


